
⻄⽇本旅客鉄道株式会社

※写真は新神⼾駅のものです。 ※写真は高槻駅のものです。 ※写真は京橋駅のものです。

〇駅のホームの安全性向上にむけて

・可動式ホーム柵

【新幹線】
・昇降式ホーム柵・可動式ホーム柵

【在来線】
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⻄⽇本旅客鉄道株式会社

〇⻄明⽯駅 ５･６番のりば （おもに普通が停車）
「昇降式ホーム柵」

・諸元 高さ：約1.3ｍ
最大開口：約13.0ｍ
柵延⻑：約240ｍ/のりば

・使用開始時期(予定) 2021年度

〇明⽯駅 3・4番のりば （おもに特急・新快速が停車）
「昇降式ホーム柵」

・諸元 高さ：約1.3ｍ
最大開口：約13ｍ
柵延⻑：約240ｍ/のりば

・使用開始時期（予定） 2020年春ごろ
※明石駅の写真



令和元年１２月２日 

山陽電気鉄道株式会社 

 

山陽電鉄におけるユニバーサルデザインの取組について（明石市内） 

 

１．明石市内の全駅においてインターホンによる筆談対応を始めました。 

当社では従前より駅係員を常時配置していない駅において、センターからのインターホ

ンによる対応を行っておりますが、聴覚に障害をお持ちのお客さまから音声によるやり取

りができないため不安であるとのご意見をいただいておりました。 

これを受けて、今年度まで実施しておりました駅の遠隔監視システムの更新工事に合わ

せて、明石市内の全駅に新型インターホンの導入を進めて参りました。各駅の券売機横お

よび精算機横の新型インターホンの上部には、センターの係員を映し出すモニター画面が

あり、モニター越しではありますが筆談による対応が可能となっております。 

センター係員の対応が輻輳している時などには多少お待ちいただく場合もございます

が、是非ご活用ください。 

券売機左側の青い部分がインターホン 
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19.12.2 

明石市ユニバーサルデザインのまちづくり取組事例 

 

兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所 

明石街づくり対策室 

 

１ 明石公園北駐車場及び隣接身障者用トイレへの通路の改善 

 ○ 園路から駐車場及びトイレへの現通路をバリアフリー通路へ改善する。 

※ 調査完了、整備に向け調整中。 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

  

該当箇所 
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２ 明石公園イベント時に手話通訳者等の派遣 

○ 県又は明石市支援制度の活用による手話通訳者や要約筆記者の派遣について、

イベント主催者に対して周知徹底する。 

 

 

３ 「ハード」対策の実施 

 ○ 移動等円滑化促進地区における県所管の「ハード」整備については、限られた

予算とマンパワーのなか、効率的、効果的な対策を行えるよう、明石市等関係者

と調整を行う。 



 

～オリパラ基本推進調査（共生社会ホストタウン）モデル事業～ 

市内事業者を対象としたユニバーサルマナー研修会 報告書 

 

日時：2019 年１１月６日（水）・７日（木） 

14:00～16:00 

場所：明石商工会議所６Ｆ集会室 

 

      講師：６日（株）ミライロ岸田講師 

           ７日           原口講師 

 

共生社会ホストタウンのモデル事業として開催し、１１月６日と７

日に分けて合計７４名の参加があった。明石駅前の３施設（アス

ピア・ピオレ・パピオス）の飲食店事業者及び従業員、市内宿泊

事業者及び従業員、交通事業者等と幅広い業種の方達に参加

いただいた。 

 

前半約７０分の講義は、障害当事者である講師の言葉にみん

な真剣に耳を傾けていた。 

グループワークでは様々な業種の方達が１つの課題に向けて

討議し、いろいろな気付きを得てもらうことができた。 

 

（感想の一部） 

・知らないことが多くて、たくさんの気付きがあった。 

・知らないマークの名前、意味を知ることが出来た。 

・障害者の方や高齢の方と向き合うために、一歩踏み出して声  

掛けすることが大切だと感じた。 

・「お手伝いできることはありますか」の声掛けを心がける。 

 

今までユニバーサルマナーにつ

いて、知らなかったことやサポート

の仕方など、いろんな知識を得る

ことができ、今後の接客などで活

かしていきたいといった非常に前

向きな意見が多かった。 
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2019 年 11 月 21 日 
パピオスあかし管理組合法人 

    
 

1 

 

 

■パピオスビジョンについて 
１．設置の目的 

パピオスあかしは、明石駅前のランドマークとして、駅前、周辺地域の賑わい・活性化を目的
とした集客拠点施設である。さらに賑わい・活性化を目指すべく、行政に関する情報、当建物
の入居者広告、その他外部広告情報等を発信するために、施設北側窓面内側へのパピオスビジ
ョン（LED サイン）を設置する。 

 
２．設置・運営までのスケジュール 

１）2019 年 10 月 25 日→試験運用開始 
２）2019 年 12 月上旬→本運営開始 

 
３．設置概要 

１）設置サイズ：W8,000 ㎜×H2,000 ㎜（16 ㎡）LED ピッチサイズ：8 ㎜ 
２）設置場所：3 階レベル 

 
４．運用画像 
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明石観光協会ホームページにおけるユニバーサル情報発信 

 

昨年度は、観光情報としてのニーズが高い『食』（明石焼・和食・鮨）及び宿 

    泊施設のユニバーサル情報を収集し、HPや案内所にて発信しました。 

今年度は、明石駅周辺の観光施設やスポットの情報収集・発信に取り組んでい 

ます。 

 

【1】観光スポットのカテゴリごとに情報を集約 

 

 

 

 

 

 

 

【2】各スポットへのアクセス情報とトイレ情報を一覧表と地図で紹介 

    （例）子午線をめぐる観光スポット・天文科学館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3】スポットのユニバーサル詳細情報と写真によるルート情報を掲出 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

①をクリック 

（明石観光協会ホームページ） 

②をクリック 

（出かける前にルートの状況を確認することができます。） 

クリック

して【2】へ 
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2019年度 ASK 障害者週間研修会2019年度 ASK 障害者週間研修会

みなさま、「障害者」ってどんなイメージですか？
「大変」「困っている人」「1人では何もできない」

でも「障害者」って実は色んなことが一人でできたり
さまざまな分野で活躍してるんですよね♪

今回は、「障害者」ってホントはどうなん？！を
みなさまと共に考えていきたいと思います。

令和元年 12月 4日（水）
13:30 ～ 15:30（13:00 受付）

明石市民ホール（らぽす 5 階）
〒673-0892 明石市本町 1 丁目 1-32　TEL:078-911-0892

内　容

13:30 ～ 14:30 第１部 14：40 ～ 15:30 第２部
【パネルディスカッション】「障害者」として生きる！ 「障害者」ってどうなん？！

【講師】 宮野 秀樹 氏
全国頚髄損傷者連絡会 事務局長

兵庫頚髄損傷者連絡会 事務局長

国立大学法人神戸大学 非常勤講師

（パネリスト）
宮野　秀樹氏 （全国頚髄損傷者連絡会 事務局長）
足立　達哉氏（明石ろうあ協会 事務局長）
小宮　真由子氏（明石ピアポの会 代表）
浅生　晴彦氏（明石市視覚障害者福祉協会 会長）
中嶋　美貴氏（明石市肢体不自由児者父母の会 会長）
板村　昌和氏（明石市身体障害者福祉協会 会長）

（司会進行）
松本幸雄（明石市障害当事者等団体連絡協議会 会長）

日 時

会 場

参加費

主催：明石市障害当事者等団体連絡協議会（通称：ASK）   後援：明石市／明石市社会福祉協議会／明石市地域自立支援協議会

明石市障害当事者等団体連絡協議会事務所（通称：ASK） 
〒673-0882 明石市相生町 2 丁目 7－12 TEL :078-945-5651 FAX :078-945-5652

手話通訳

要約筆記あり

無料！！どなたでもご参加いただけます。

連絡先

あすく

あすく

会
場
案
内
図

「障害者」ってどうなん？！障害者」ってどうなん？！
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